
安全ニュース №72 （4.15） 安全・適正就業委員会発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《自転車に乗るときはヘルメットを着用   

しましょう（安全確保）》 

自転車の利用が増える一方で事故が増加して

います。改正道路交通法の施行により、昨年４

月１日から年齢を問わず自転車に乗る全ての人

にヘルメット着用が努力義務化されました。 

 自転車事故で死亡した人の約７割が、頭部に

致命傷を負っています。また、ヘルメット未着

用による致死率は、着用している場合と比較す

ると約２.３倍も高くなっています。命を守るた

め自転車用ヘルメットを必ず着用しましょう。 

東松山市シルバー人材センターは、令和５年

１０月２６日に県内はじめての事業所として

「自転車ヘルメット着用宣言」を掲げました。 

《自動車の運転に注意しましょう

（安全確保）》 

 運転者として自分は大丈夫と思っ

ていませんか？  

加齢による視野の狭まりを認識

し、安全運転を心がけましょう。４

月は、新入学児童等の歩行者保護

（横断歩道での一時停止）に特に注

意するなど、安全運転意識の一層の

向上を心がけましょう。また、ペダ

ル踏み間違い急発進抑制装置等を搭

載した「セーフティ・サポート カ

ー（サポカー）」の導入等も検討し

ましょう。 

《令和６年度の目標》“安全就業を徹底し、事故「ゼロ」のシルバーに” 

 運転者として自分は大丈夫と思っていませんか？  

令和５年度は、除草作業での飛び石事故や車両による物損事故等が１３件発生してしま

いました。事故の多くは、準備不足や確認不足が原因となっています。 

令和６年度のシルバー人材センターは、≪安全就業を徹底し、事故「ゼロ」のシルバー

に≫ を目標に掲げ、毎月お届けする「安全ニュース」で事故防止に関する最新の情報を

お届けするとともに各種講習会を開催いたします。 

会員の皆様は、譲り合いやゆとりのある行動で事故「ゼロ」を目指しましょう。 

《おめでとうございます。（安全運転管理者協会）》 

 令和６年春の全国交通安全運動「交通安全標語」東松山地区安全運転管理者協会の『最

優秀作品』に、当シルバー人材センター事務局・馬橋晃さんの作品が選出されました。 

“ゆずり愛 心のゆとりに 事故はなし” 

「ゆずり愛」のある運転を心がけましょう。 

《救急救命講習の開催（案内）》 

日  時： 令和６年５月２１日（火） 午前１０時から 

場  所： シルバー人材センター多目的室                    大切な講習です 

講  師： 比企広域消防本部松山北分署 職員       応募お待ちしています 

募集人数： ２０名（定員になり次第締め切ります） 

応募方法： ℡・FAXでお申し込み下さい。☎ 22-2245 FAX 22-7655 

 

 

 


